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東区第１障がい者基幹相談支援センター

092-607-3651
 （障がい福祉に関すること）

機関名
警察
消防・救急

110
119

救急医療電話相談
 （救急車の利用や最寄りの医療機関についてアドバイスします）

福岡市見守りダイヤル
 （住民の孤立死が疑われる異変に気付いた場合に、その通報を受け、安否確認を
行います。）24時間、365日受付しています。。

♯７１１９（短縮）
092-471-0099

080-9100-0883

和白交番
東消防署和白出張所
児童相談所虐待対応ダイヤル
 （しつけの方法や子育てに悩んでいる親、虐待かもと思った周りの方の相談電話です。）

092-643-0110
092-606-3317

189

福岡県小児救急医療電話相談
（子どもの病気のことを看護師が電話でアドバイスします。）

東区地域保健福祉課

 （健康づくり・地域保健福祉活動に関すること）

＃8000

 （高齢者の保健・福祉の相談に関すること） 092-645-1087
092-645-1088

092-642-6235認知症疾患医療センター（九州大学病院）

福岡市認知症介護相談
　面接または電話にて相談に応じます。

　相談場所：福岡市市民福祉プラザ３階（中央区荒戸3-3-39）

　相談日：毎週木曜および毎月第２日曜13時～16時
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連絡先
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0120-851-641

福岡市社会福祉協議会東区社協事務所
（地域福祉活動・ボランティアに関すること）

東第１いきいきセンター（地域包括支援センター）
 （健康や福祉、介護などに関すること）

092-643-8922

092-608-4633

【  みなわネット事務局  】
《 三苫校区担当 》

八坂憲道（わ音ひまつぶしサロン） ☎ 092-710-8666

《 奈多校区担当 》

村岡信代（福神調剤薬局奈多店）📱 070-5535-5670

《 和白校区担当 》

野口智彦（ケアプランセンターライフコネクト）📱 090-1089-2700
☆お住まいの校区の担当者までお問い合わせください☆

協力：福岡市社会福祉協議会東区社協事務所

【 生活お役立ち情報 】 三苫・奈多・和白
みんなの幸せのわを広げよう

みなわネット

『みなわネット』とは？ 

三苫、奈多、和白校区を中心とした医療、介護事業所、民間事業

者有志が、東区社協事務所、３校区の自治協議会を中心とした各種

地域団体の理解の下に「生活の中のお困り事をお手伝いし、解決す

ること」を目的として結成した“事業所ネットワーク”です。



サポートメニュー 

①地域向け学習会開催
不定期にはなりますが、地域の皆さま方向けの学習会を開催します。講演、

専門家との意見交換、日頃のお悩み相談をお受けします。

②出前講座
ご依頼先にお伺いして、ご希望の内容についてわかりやすくご説明差し上げ

ます。

※事務局へ、希望する講座内容をお伝えください。

③地域行事参加
人員が足りない、盛り上げ役を担ってもらいたい、理由は問いません。

④相談受付
生活に関するお困り事があればいつでもご相談ください。相談内容によって、

対応可能な事業者へお繋ぎ致します。
※原則、費用は無料です。

※上記メニューは、変更する可能性があります。

《 出前講座内容について 》
下記のような、医療・介護・福祉の内容を中心としたお話ができます。

その他の内容についても、遠慮なくお申し付けください。

〇医療…病気、治療、栄養、口腔（入れ歯）、お薬…等

〇介護…介護保険、介護予防、介護技術、認知症対応…等

〇福祉…障がい者・児支援について…等

困り事、悩み事がありましたら、いつでも何でもご相談ください。

【 地域共生社会の構築 】

三苫・奈多・和白校区

みなわネット

高齢者
認知症・老老介護・

介護予防・孤立

障がい者
就労・財産管理

親亡き後

子ども
子育て家庭・虐待

不登校

生活

困窮

地域共生社会構築に向けた３大目標
１．地域課題の解決強化

地域住民一人ひとりが、生活における楽しみや生きがいを見出し、たとえ様々な課題を抱

えていても、社会から孤立することなく、安心してその人らしい暮らしを送ることができる、

地域作りを目指します。

※３校区で考えられる主な課題…８０５０問題・不登校問題・買い物困難者の増加

２．地域丸ごとのつながり強化
多様なニーズに応え、各校区の枠を越えた住民同士のつながり支援、資源の共有化、活性

化を目指します。

３．地域を基盤とする包括的支援の強化
世代や環境を問わず、地域において自立した生活を送ることができるよう、地域住民によ

る支え合いと、適切な公的サービス支援の活用により、切れ目のない支援の実現を目指しま

す。

自助 互助

共助 公助




